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(57)【要約】
【課題】　ユーザが情報処理装置の設定を行うための画
面を利用している最中に、情報処理装置の電源がオフに
なってしまうのを抑制する。
【解決手段】　情報処理装置は、ネットワークを介して
外部装置に接続可能である。この情報処理装置は、通常
電力状態で、操作部の操作が所定時間無かった場合には
（Ｓ９０５：Ｙｅｓ）、省電力状態に移行する（Ｓ９０
６）。そして、情報処理装置は、省電力状態で、操作部
の操作が所定時間無かった場合（Ｓ９１０：Ｙｅｓ）、
情報処理装置の表示部に情報処理装置の設定を行うため
の画面を表示しているなら、所定時間経過前に、情報処
理装置を電源オフ状態にしない（Ｓ９１２）。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置と通信可能な情報処理装置であって、
　前記情報処理装置の電力状態を特定の電力状態に移行させる移行条件が満たされた場合
に、前記情報処理装置の電力状態を前記特定の電力状態に移行させる移行処理を実行する
移行手段と、
　前記移行条件が満たされた場合に、前記外部装置の表示部に前記情報処理装置の設定を
行うための画面を表示しているなら、前記移行手段が所定時間経過後に前記移行処理を実
行するように制御する制御手段と、を備えることを特徴とする、情報処理装置。
【請求項２】
　前記外部装置の表示部に前記情報処理装置の設定を行うための画面を表示していること
を示す情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記情報を記憶する記憶手段と、をさらに備えることを
特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　時刻を計時するタイマをさらに備え、
　前記制御手段は、前記タイマが計時する時刻が予め設定された時刻になった場合に、前
記外部装置の表示部に前記情報処理装置の設定を行うための画面を表示しているなら、前
記移行手段が前記所定時間経過後に前記移行処理を実行するように制御する、ことを特徴
とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記情報処理装置の設定を行うための画面は、前記情報処理装置にログインするための
画面を含む、ことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記特定の電力状態は、前記情報処理装置の電源をオフにした状態であることを特徴と
する、請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　用紙に画像を印刷する印刷手段をさらに備える、ことを特徴とする請求項１乃至請求項
５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　外部装置と通信可能な情報処理装置であって、
　前記情報処理装置の電力状態を特定の電力状態に移行させる移行条件が満たされた場合
に、前記情報処理装置の電力状態を前記特定の電力状態に移行させる移行処理を実行する
移行手段と、
　前記移行条件が満たされた場合に、前記外部装置の表示部に前記情報処理装置の設定を
行うための画面を表示しているなら、前記移行手段が前記移行処理を実行するのを遅延さ
せる制御手段と、を備えることを特徴とする、情報処理装置。
【請求項８】
　外部装置と通信可能な情報処理装置であって、
　前記情報処理装置の電力状態をオフ状態に移行させる移行条件が満たされた場合に、前
記情報処理装置の電力状態をオフ状態に移行させる移行処理を実行する移行手段と、
　前記移行条件が満たされた場合に、前記外部装置の表示部に表示される前記情報処理装
置の設定を行うための画面を介して前記情報処理装置の設定が変更されているなら、前記
移行手段が所定時間経過後に前記移行処理を実行するように制御する制御手段と、を備え
ることを特徴とする、情報処理装置。
【請求項９】
　外部装置と通信可能な情報処理装置の制御方法であって、
　前記情報処理装置の電力状態を特定の電力状態に移行させる移行条件が満たされた場合
に、前記外部装置の表示部に前記情報処理装置の設定を行うための画面を表示しているな
ら、前記情報処理装置の電力状態を前記特定の電力状態に移行させる移行処理を所定時間
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経過後に実行する、ことを特徴とする、情報処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の情報装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項１１】
　請求項９に記載の情報装置の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを
記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部装置とネットワークを介して接続可能な情報処理装置、情報処理装置の
制御方法、プログラムおよびコンピュータ読取可能な記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、消費電力に対する意識が高まり、画像形成装置などの情報処理装置に省エネ機能
が当該されている。この省エネ機能として、以下の機能が知られている。
　・オートシャットダウン機能：ユーザが所定時間（オートシャットダウン時間）情報処
理装置を使用していない場合に、当該情報処理装置の電源を自動的にオフにする機能
　・オートスリープ機能：ユーザが所定時間（オートスリープ時間）情報処理装置を使用
していない場合に、当該情報処理装置の電力状態をスリープ状態（通常の電力状態より消
費電力が小さい電力状態）にする機能
　・ウィークリーシャットダウン機能：曜日ごとに時刻（ウィークリーシャットダウン時
刻）を設定しておき、当該時刻になったときに自動的に情報処理装置の電源をオフする機
能
　特許文献１には、スイッチ機構の新たな操作がないとき自動的に主電源をオフするオー
トシャットダウン機能を備えた画像形成装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平０８－０７６６５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　また、情報処理装置の設定をリモートで設定するために、情報処理装置にネットワーク
を介して接続されるホストコンピュータの表示部に情報処理装置の設定を行うための画面
（以下、遠隔操作画面とする）を表示する技術が知られている。しかしながら、ホストコ
ンピュータに遠隔操作画面を表示して情報処理装置の設定を行っている最中に、上記した
オートシャットダウン機能が実行されてしまう虞がある。
　そこで、本発明は、外部装置の表示部に情報処理装置の設定を行うための画面が表示さ
れていたり、外部装置の表示部に表示される情報処理装置の設定を行うための画面を介し
て情報処理装置の設定が変更されたり、する場合に、情報処理装置の電源がオフになって
しまうのを防止することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明の画像形成装置は、外部装置と通信可能な情報処理装
置であって、前記情報処理装置の電力状態を特定の電力状態に移行させる移行条件が満た
された場合に、前記情報処理装置の電力状態を前記特定の電力状態に移行させる移行処理
を実行する移行手段と、前記移行条件が満たされた場合に、前記外部装置の表示部に前記
情報処理装置の設定を行うための画面を表示しているなら、前記移行手段が所定時間経過
後に前記移行処理を実行するように制御する制御手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
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【０００６】
　本発明によれば、外部装置の表示部に遠隔操作画面が表示されていたり、外部装置の表
示部に表示される遠隔操作画面を介して情報処理装置の設定が変更されたり、する場合に
、情報処理装置の電源がオフになってしまうのを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態の第１実施形態に係るプリンタとホストコンピュータとを備える印刷
システムの全体構成図である。
【図２】プリンタおよびホストコンピュータのハードブロック図である。
【図３】プリンタの電源スイッチおよび電源スイッチの周辺を示したハードブロック図で
ある。
【図４】ホストコンピュータのＣＲＴに表示される遠隔操作画面である。
【図５】プリンタとホストコンピュータとの一連の処理の概要を示した図である。
【図６】第１実施形形態に係るプリンタの動作を示したフローチャートである。
【図７】本発明の第２実施形形態に係るプリンタの動作を示したフローチャートである。
【図８】本発明の第２実施形形態に係るプリンタの動作を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を詳しく説明する。
【０００９】
　＜第１実施形態＞
　［印刷システムの全体構成］
　本発明の第１実施形態に係る印刷システム１は、図１に示すように、ホストコンピュー
タ（外部装置）１００（以下、ＰＣ１００とする）と、ＰＣ１００にネットワーク３００
を介して接続可能なプリンタ（情報処理装置）２００と、を備えている。この印刷システ
ム１では、ＰＣ１００とプリンタ２００とが双方向インターフェース１５０（図２参照）
を介して通信する。双方向インターフェース１５０は、ＬＡＮやＵＳＢなどの有線であっ
ても、無線ＬＡＮなどの無線であってもよい。この印刷システム１のプリンタ２００は、
上記したオートシャットダウン機能、オートスリープ機能およびウィークリーシャットダ
ウン機能を有している。
【００１０】
　［ホストコンピュータのハードウェア構成］
　図２に示すように、ＰＣ１００は、コントローラ１２０と、キーボード１０９と、ディ
スプレイモニタ（ＣＲＴ）１１０と、外部メモリ１１１と、を備えている。
【００１１】
　コントローラ１２０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）
１０１、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２、ＲＯＭ（Ｒｅａ
ｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３、キーボードコントローラ（以下、ＫＢＣとする）
１０５、ＣＲＴコントローラ（以下、ＣＲＴＣとする）１０６、メモリコントローラ（以
下、ＭＣとする）１０７、およびインターフェース部（Ｉ／Ｆ部）１０８を有している。
そして、これらの各デバイスは、システムバス１０４に接続されている。
【００１２】
　ＣＰＵ１０１は、システムバス１０４に接続される各デバイスを制御する。そして、Ｃ
ＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０３に格納されているプログラムに基づいて様々なデータ処理を
行う。例えば、ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０３に格納されている文書処理プログラム等に
基づいて、図形、イメージ、文字、表（表計算等を含む）等が混在した文書処理を実行す
る。さらに、ＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０２上に設定された表示情報用ＲＡＭに、アウト
ラインフォントを展開し、ＣＲＴ１１０上でのＷＹＳＩＷＹＧ（Ｗｈａｔ　Ｙｏｔ　Ｓｅ
ｅ　Ｉｓ　Ｗｈａｔ　Ｙｏｔ　Ｇｅｔ）を実現する。また、ＣＰＵ１０１は、ディスプレ
イモニタ１１０上のマウスカーソルで指示されたコマンドに基づいて、各種のウィンドウ
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を開き、各種のデータ処理を実行する。
【００１３】
　ＲＡＭ１０２は、ＣＰＵ１０１の主メモリおよびワークエリア等として機能する。
【００１４】
　ＲＯＭ１０３は、フォントＲＯＭ、プログラムＲＯＭ、データＲＯＭから構成される。
フォントＲＯＭは、文書処理で使用されるフォントデータを記憶する。プログラムＲＯＭ
は、ＰＣ１００を制御する制御プログラムのほか、プリンタセレクタやネットワークプリ
ンタドライバなどのプログラムを記憶する。データＲＯＭは、文書処理などで使用される
各種データを記憶する。デ－タ用ＲＯＭは、文書処理等で使用される各種デ－タを記憶す
る。
【００１５】
　ＫＢＣ１０５は、キーボード１０９やポインティングデバイス（図示せず）からの入力
を制御する。
【００１６】
　ＣＲＴＣ１０６は、ディスプレイモニタ１１０の表示を制御する。
【００１７】
　ＭＣ１０７は、ブートプログラム、種々のアプリケーション、フォントデータ、ユーザ
ファイル、編集ファイル等を記憶するハードディスクドライブ（ＨＤＤ）等の外部メモリ
１１１との入出力を制御する。
【００１８】
　Ｉ／Ｆ部１０８は、双方向インターフェース１５０を介して行われるプリンタ２００と
の通信を制御する。
【００１９】
　［プリンタのハードウェア構成］
　図２に示すように、プリンタ２００は、プリンタコントローラ２１０と、印刷機構部２
２０と、操作部２３０と、ＨＤＤ２０７と、電源スイッチ２１１と、を備えている。この
プリンタ２００は、通常電力状態、省電力状態および電源オフ状態を含む複数の電力状態
となる。詳細は、後述する。また、電源オフ状態では、上記したプリンタコントローラ２
１０、印刷機構部２２０、操作部２３０およびＨＤＤ２０７への電力の供給が停止される
。この電源オフ状態への移行は、ユーザが電源スイッチ２１１をオフにすること、上記し
たオートシャットダウン機能が実行されること、又は、上記したウィークリーシャットダ
ウン機能が実行されること、により実現される。
【００２０】
　そして、プリンタコントローラ２１０は、ＣＰＵ２０１、ＲＡＭ２０２、ＲＯＭ２０３
、Ｉ／Ｆ部３０１、印刷部インターフェース（以下、印刷部Ｉ／Ｆ部とする）２０５、Ｍ
Ｃ部２０６、電源制御部２０８、タイマ２０９およびＮＶＭＥＭ２１９を有している。そ
して、これらの各デバイスは、システムバス２０４に接続されている。タイマ２０９は、
図示しない電池を電力源として動作する。
【００２１】
　ＣＰＵ２０１は、システムバス２０４に接続される各デバイスを制御する。そして、Ｃ
ＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３に格納されている制御プログラムを実行して、データ処理を
実行する。例えば、ＣＰＵ２０１は、画像データを生成し、印刷部Ｉ／Ｆ部２０５を介し
て、印刷機構部２２０に当該画像データに係る画像信号を出力する。また、ＣＰＵ２０１
は、印刷部Ｉ／Ｆ部２０５を介して印刷機構部２２０に制御信号を送信する。さらに、Ｃ
ＰＵ２０１は、Ｉ／Ｆ部３０１を介してプリンタ２００に関する情報をＰＣ１００に送信
する。
【００２２】
　ＲＡＭ２０２は、ＣＰＵ２０１の主メモリおよびワークエリア等として機能する。不図
示の増設ポートにオプションＲＡＭを追加することにより、ＲＡＭ２０２のメモリ容量は
拡張可能である。また、ＲＡＭ２０２は、展開された画像データを記憶する画像データ記
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憶領域、環境データを記憶する環境データ記憶領域、各種パラメータを記憶するＮＶＲＡ
Ｍなどとしても機能する。
【００２３】
　ＲＯＭ２０３はフォントＲＯＭ、プログラムＲＯＭ、データＲＯＭから構成される。フ
ォントＲＯＭは、画像データを生成するために使用されるフォントデータを記憶する。プ
ログラムＲＯＭは、ＣＰＵ２０１によって実行される制御プログラムを記憶する。データ
ＲＯＭは、データ処理などで使用される各種データを記憶する。
【００２４】
　Ｉ／Ｆ部３０１は、双方向インターフェース１５０を介して行われるＰＣ１００との通
信を制御する。
【００２５】
　印刷部Ｉ／Ｆ部２０５は、印刷機構部２２０との間の通信を制御する。
【００２６】
　印刷機構部２２０は、用紙に画像を形成するために設けられている。
【００２７】
　操作部２３０は、キー入力や情報の表示をするための操作パネルであり、スイッチやＬ
ＥＤ表示器などで構成される。また、操作部２３０は、タッチパネルであっても良い。
【００２８】
　ＭＣ部２０６は、ＨＤＤ２０７へのアクセスを制御する。ＨＤＤ２０７は、印刷データ
や制御プログラムなどを記憶する。
【００２９】
　電源制御部２０８は、ＣＰＵ２０１からの信号を受けて、プリンタ２００の各部への電
力の供給および停止を制御する。この電源制御部２０８は、通常電力状態において、プリ
ンタコントローラ２１０、印刷機構部２２０、操作部２３０およびＨＤＤ２０７に電力を
供給する。また、電源制御部２０８は、電源オフ状態において、プリンタコントローラ２
１０、印刷機構部２２０、操作部２３０、およびＨＤＤ２０７への電力の供給を停止する
。電源オフ状態では、プリンタコントローラ２１０のＩ／Ｆ部３０１への電力の供給が停
止されるので、プリンタ２００からＰＣ１００への情報の通知が不可能になる。
【００３０】
　タイマ２０９は、ＣＰＵ２０１から送信される信号を受けて時間を計測し始める。
【００３１】
　また、電源スイッチ２１１は、プリンタ２００の各部へ電力を供給したり、プリンタ２
００の各部への電力の供給を停止したりするためにユーザが操作するスイッチである。こ
の電源スイッチ２１１は、ＣＰＵ１０１から送信される制御信号に応じて、オン状態から
オフ状態になる。
【００３２】
　ＮＶＭＥＭ２１９は、不揮発性メモリである。このＮＶＭＥＭ２１９は、設定情報を記
憶している。この設定情報は、ユーザ名、パスワード、ＰＣ名、およびＩＰアドレスを含
む。
【００３３】
　［電源スイッチおよび電源スイッチの周辺の構成］
　次に、図３を参照して、本発明の電源スイッチ２１１および電源スイッチ２１１の周辺
の構成について説明する。
【００３４】
　電源部２１２は、商用電源２１３から供給される電力を整流および変圧してＤＣ電源（
２４Ｖ、３．３Ｖ）を生成する。
【００３５】
　また、電源部２１２と商用電源２１３との間には、電源スイッチ２１１が設けられてい
る。この電源スイッチ２１１は、ソレノイド２１４およびスイッチ２１５を有している。
ソレノイド２１４が通電されると、通電されたソレノイド２１４から発生した磁界によっ
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て、スイッチ２１５の接点が開放される。これにより、電源スイッチ２１１がオン状態か
らオフ状態に切り替わり、商用電源２１３から電源部２１２へ電力が供給されるのを停止
する。本実施形態では、オートシャットダウン機能を実行する条件が満たされた場合に、
ＣＰＵ２０１がトランジスタ２１６に制御信号を出力することにより、トランジスタ２１
６がオンになる。これにより、ソレノイド２１４に電力が供給されてスイッチ２１５がオ
フになる。その結果、電源部２１２からプリンタ２００の各部への電力の供給が停止する
。なお、オン状態の電源スイッチ２１１をオフ状態に手動操作により切り替えた場合も、
スイッチ２１５がオフになり、電源部２１２からプリンタ２００の各部への電力の供給が
停止する。
【００３６】
　また、オフ状態の電源スイッチ２１１をオン状態に手動操作により切り替えた場合は、
スイッチ２１５がオンになり、電源部２１２からプリンタ２００の各部へ電力が供給され
る。
【００３７】
　［プリンタの電力状態について］
　本実施形態のプリンタ２００は、通常電力状態、省電力状態および電源オフ状態（特定
の電力状態、オフ状態）のいずれかの電力状態となる。プリンタ２００は、上記した電源
スイッチ２１１がオンされた場合や印刷処理を実行している場合には、通常電力状態とな
る。そして、通常電力状態のプリンタ２００は、以下の２つの条件を満たした場合に、省
電力状態から通常電力状態に移行する。
【００３８】
　（条件１）操作部２３０のキーの操作が一定時間（Ｔｓｌ）なかった場合
　（条件２）ＰＣ１００などの外部装置からジョブが一定時間（Ｔｓｌ）投入されなかっ
た場合
　また、省電力状態のプリンタ２００は、以下の２つの条件を満たした場合に、省電力状
態から電源オフ状態に移行する。
【００３９】
　（条件３）操作部２３０のキーの操作が一定時間（Ｔｓｈ）なかった場合
　（条件４）ＰＣ１００などの外部装置からジョブが一定時間（Ｔｓｈ）投入されなかっ
た場合
　通常電力状態では、プリンタ２００の各部へ電力が供給される。
【００４０】
　また、省電力状態では、Ｉ／Ｆ部２０５、電源制御部２０８、タイマ２０９、ＮＶＭＥ
Ｎ２１９、電源スイッチ２１１には電力が供給されるが、ＣＰＵ２０１、ＲＡＭ２０２、
ＲＯＭ２０３、印刷機構部２２０、ＨＤＤ２０７等には電力が供給されない。
【００４１】
　そして、電源オフ状態では、プリンタ２００の各部への電力の供給が停止される。なお
、電源オフ状態は、プリンタ２００の各部の動作が停止される状態であって、厳密な意味
で、プリンタ２００の消費電力が０ｗでなくても構わない。
【００４２】
　［遠隔操作画面の説明］
　図４は、ＰＣ１００のＣＲＴ１１０に表示される遠隔操作画面を示す図である。図４（
ａ）は、ログイン画面５００であり、ＰＣ１００からプリンタ２００にアクセスしたとき
に最初に現れる画面である。
【００４３】
　ユーザが、ログイン画面５００のユーザ名入力部５０１ａとパスワード入力部５０１ｂ
のそれぞれにユーザ名とパスワードを入力し、管理者ログインボタン５０２ａを押下する
と、入力されたユーザ名とパスワードがプリンタ２００に送信される。プリンタ２００で
は、受信したユーザ名及びパスワードをＮＶＭＥＭ２１９に記憶された設定情報に含まれ
るユーザ名及びパスワードと照合することで管理者に適合するか否かが判定される。そし
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て、受信したユーザ名及びパスワードと設定情報に含まれるユーザ名およびパスワードと
が適合すると判定されると、管理者としてのプリンタ２００にログインすることが許可さ
れる。こうして、プリンタ２００は、管理者モードに移行する。
【００４４】
　一方、管理者以外の一般ユーザとしてプリンタ２００にログインしたい場合には、ユー
ザ名及びパスワードを入力することなく、一般ユーザログインボタン５０２ｂを押下すれ
ばよい。これによって、一般ユーザとしてプリンタ２００にログインすることが許可され
る。こうして、プリンタ２００は、一般ユーザモードに移行する。
【００４５】
　なお、管理者としてプリンタ２００にログインする場合、及び一般ユーザとしてプリン
タ２００にログインする場合のいずれの場合でも、ＰＣ１００は、当該ＰＣ１００のＰＣ
名及びＩＰアドレスをプリンタ２００に送信する。プリンタ２００は、受信したＰＣ名及
びＩＰアドレスを、ＰＣ１００からログアウト通知を受信するまでの間、ＮＶＭＥＭ２１
９に保持する。
【００４６】
　前述の通り、遠隔操作画面４０１はＷＥＢブラウザベースのアプリケーションであるた
め、遠隔操作画面４０１は、プリンタ２００において作成されたＨＴＭＬデータ等を受信
して、ＷＥＢブラウザ上にプリンタ２００の状態を表示する。
【００４７】
　図４（ｂ）は、図４（ａ）のログイン画面５００を介して管理者としてのログインに成
功した場合に、ＰＣ１００のＣＲＴ１１０に表示される管理者モード画面５１０の例であ
る。管理者モード画面５１０のログアウトボタン５０９が押下されると、管理者モード画
面５１０は閉じられる。
【００４８】
　ステータス表示部５０３には、プリンタ２００の現在の状態や給紙情報、トナー情報等
が表示される。ジョブリストボタン５０４が押下されると、ステータス表示部５０３にプ
リンタ２００の現在のジョブリスト５０５が表示される。管理者としてログインしたユー
ザは、ジョブリスト５０５表示されたジョブを選択することで、プリンタ２００に対して
ジョブのキャンセル等の所定の操作を要求することができる。例えば、ジョブを選択する
と、選択したジョブに関するより詳細な情報（ページ数、ジョブ入力時刻、ユーザ名等）
が表示された画面に遷移し、遷移後の画面でジョブのキャンセル等を行うことができる。
【００４９】
　本実施形態では、管理者モード画面５１０に限って、ジョブ操作禁止設定ボタン５０６
が表示され、管理者としてログインしたユーザはジョブ操作禁止設定ボタン５０６を押下
することができる構成となっている。すなわち、本実施形態では、管理者モードでは、一
般ユーザモードでは実行することができない特定の操作（例えば、ジョブのキャンセルな
どの操作禁止設定）を行うことができるようになっている。
【００５０】
　［印刷システムで実行される一連の処理について］
　次に、図６を参照して、印刷システム１で実行される一連の処理について説明する。
【００５１】
　ＰＣ１００のＣＰＵ１０１は、ユーザの操作に応じて、プリンタ２００にアクセスする
。そうすると、ＰＣ１００のＣＰＵ１０１は、Ｉ／Ｆ部１０８を介して受信した設定情報
に基づいて、ＣＲＴ１１０にログイン画面５００を表示させる。なお、この設定情報は、
プリンタ２００のＮＶＭＥＭ２１９に記憶されている。そして、ログイン画面５００上で
、ユーザによりユーザ名とパスワードとが入力されると（Ｓ８０１）、ＣＰＵ１０１は、
Ｉ／Ｆ部１０８に入力されたユーザ名とパスワードとを送信させる（Ｓ８０２）。これに
より、当該ユーザ名とパスワードとが、プリンタ２００に送信される。
【００５２】
　ユーザ名とパスワードとを受信したプリンタ２００は、ユーザの認証を行う。すなわち
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、プリンタ２００のＣＰＵ２０１は、ＮＶＭＥＭ２１９に記憶されているユーザ名および
パスワードと、受信したユーザ名およびパスワードと、が一致するか判断する（Ｓ８０３
）。一致した場合、ＣＰＵ１０１は、受信したＰＣ名およびＩＰアドレス（以下、適宜ユ
ーザ情報とする）をＮＶＭＥＭ２１９に記憶する（Ｓ８０４）。そして、ＣＰＵ１０１は
、Ｉ／Ｆ部３０１に認証成功が成功したことを送信させる（Ｓ８０５）。これにより、Ｐ
Ｃ１００に認証が成功したことが通知される。上記したＳ８０５において、ＣＰＵ１０１
は、Ｉ／Ｆ部３０１に管理者モード画面５１０の画面情報を送信させる。
【００５３】
　なお、ＣＰＵ１０１が、ＮＶＭＥＭ２１９に記憶されているユーザ名およびパスワード
と、受信したユーザ名およびパスワードと、が一致しないと判断した場合（すなわち、認
証に失敗した場合）、ＣＰＵ２０１は、認証が失敗したことをＰＣ１００に通知する。
【００５４】
　プリンタ２００から送信される認証が成功したことを示す通知を受信したＰＣ１００の
ＣＰＵ１０１は、受信した管理者モード画面５１０の画面情報に基づいて、ＣＲＴ１１０
に管理者モード画面５１０を表示させる（Ｓ８０６）。その後、ユーザが当該画面５１０
等上でプリンタ２００の設定の変更などを行うと（Ｓ８０７）、ＣＰＵ１０１は、当該設
定の変更の要求などをＩ／Ｆ部１０８に送信させる（Ｓ８０８）。これにより、ＰＣ１０
０からプリンタ２００に当該設定の変更の要求が送信される。
【００５５】
　プリンタ２００がＰＣ１００から設定の変更の要求を受信すると、ＣＰＵ２０１は、当
該要求に応じて動作する（Ｓ８０９）。例えば、上記した設定の変更として、オートシャ
ットダウン機能が実行されるまでの時間（Ｔｓｈ）が変更されると、ＣＰＵ２０１は、こ
の時間（Ｔｓｈ）の値の変更を実行する。この際、ＣＰＵ２０１は、ＮＶＭＥＭ２１９に
設定が変更されたことを示すフラグ（以下、設定変更フラグとする）を記憶する。そして
、ＣＰＵ２０１は、受信した要求にしたがって実行した処理が完了すると、Ｉ／Ｆ部３０
１に完了通知を送信させる（Ｓ８１０）。これにより、ＰＣ１００からの上記下要求が完
了したことを示す完了通知が、ＰＣ１００に送信される。そして、ＣＰＵ２０１は、上記
した要求が完了したことを管理者モード画面５１０に表示する（Ｓ８１１）。
【００５６】
　そして、プリンタ２００からログアウトする場合には、ユーザの操作によりログアウト
ボタンが押下されることによって（Ｓ８１２）、ＣＰＵ１０１は、Ｉ／Ｆ部１０８にログ
アウト通知を送信させる。これにより、ログアウト通知がプリンタ２００に送信される（
Ｓ８１３）。この際、ＣＰＵ１０１は、ＣＲＴ１１０に初期画面であるログイン画面５０
０を表示させる。
【００５７】
　ログアウト通知を受信したプリンタ２００のＣＰＵ２０１は、ＮＶＭＥＭ２１９に記憶
されたユーザ情報（ＰＣ名およびＩＰアドレス）を消去する（Ｓ８１４）。つまり、ＮＶ
ＭＥＭ２１９には、ユーザがプリンタ２００にログインしている間だけ、ＰＣ１００のＰ
Ｃ名およびＩＰアドレスが記憶される。
【００５８】
　［プリンタの動作説明］
　次に、図６を参照して、プリンタ２００がオートシャットダウン機能により電源オフ状
態になるまでの過程について説明する。プリンタ２００のＣＰＵ２０１が、図６のフロー
チャートに基づくプログラムを実行することにより、この制御方法が実行される。
【００５９】
　プリンタ２００の電源スイッチ２１１がオンにされると、ＣＰＵ２０１に通電されて、
当該ＣＰＵ２０１が、印刷機構部２２０や操作部２３０などに電力が供給されるようにポ
ートを切り換える。これにより、プリンタ２００が通常電力状態に移行する（Ｓ９０１）
。そして、ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３のデータ領域に格納されている通常状態経過時
間（Ｔｐｎｒ）の数値を初期化する（「０」にする）（Ｓ９０２）。そして、ＣＰＵ２０
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１は、Ｓ９０３～Ｓ９０５で、上記した（条件１）および（条件２）を満たすか否かを判
断する。具体的には、ＣＰＵ２０１は、操作部２３０のキーの操作があったか否か、およ
びＩ／Ｆ部３０１からジョブが投入されたか否かを判断する（Ｓ９０３）。そして、ＣＰ
Ｕ２０１は、操作部２３０のキーの操作が無かった場合、およびＩ／Ｆ部３０１からジョ
ブが投入されない場合（Ｓ９０３：Ｎｏ）、Ｓ９０４の処理を実行する。一方、ＣＰＵ２
０１は、操作部２３０のキーの操作があった場合、およびＩ／Ｆ部３０１からジョブが投
入される場合（Ｓ９０３：Ｙｅｓ）、Ｓ９０２の処理を実行する。
【００６０】
　ＣＰＵ２０１が、操作部２３０のキーの操作が無かったと判断した場合、およびＩ／Ｆ
部３０１からジョブが投入されていないと判断した場合（Ｓ９０３：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０
１は、ＲＯＭ２０３のデータ領域に格納される通常状態経過時間（Ｔｐｎｒ）の数値を更
新する（Ｓ９０４）。次に、ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３のデータ領域に予め格納され
ている省電力状態移行時間（Ｔｓｌ）の数値と通常状態経過時間（Ｔｐｎｒ）の数値とを
比較する（Ｓ９０５）。
【００６１】
　ＣＰＵ２０１が通常状態経過時間（Ｔｐｎｒ）がオートスリープ時間（Ｔｓｌ）より大
きくない（Ｔｐｎｒ≦Ｔｓｌ）と判定した場合（Ｓ９０５：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０１は、Ｓ
９０３の処理を実行する。
【００６２】
　一方、通常状態経過時間（Ｔｐｎｒ）がオートスリープ時間（Ｔｓｌ）より大きい（Ｔ
ｐｎｒ＞Ｔｓｌ）と判定した場合（Ｓ９０５：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０１は、印刷機構部２
２０や操作部２３０などに電力が供給されないようにポートを切り換える。これにより、
プリンタ２００が省電力状態に移行する（Ｓ９０６）。そして、ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ
２０３のデータ領域に格納されている省電力状態経過時間（Ｔｐｓｌ）の数値を初期化す
る（「０」にする）（Ｓ９０７）。
【００６３】
　そして、ＣＰＵ２０１は、Ｓ９０８～Ｓ９１０で、上記した（条件３）および（条件４
）を満たすか否かを判断する。具体的には、ＣＰＵ２０１は、操作部２３０のキーの操作
があったか否か、およびＩ／Ｆ部３０１からジョブが投入されたか否かを判断する（Ｓ９
０８）。そして、操作部２３０のキーの操作が無かった場合、およびＩ／Ｆ部３０１から
ジョブが投入されない場合（Ｓ９０８：Ｎｏ）、Ｓ９０９の処理を実行する。一方、ＣＰ
Ｕ２０１は、操作部２３０のキーの操作があった場合、およびＩ／Ｆ部３０１からジョブ
が投入される場合（Ｓ９０８：Ｙｅｓ）、Ｓ９０２の処理を実行する。
【００６４】
　ＣＰＵ２０１が、操作部２３０のキーの操作が無かったと判断した場合、およびＩ／Ｆ
部３０１からジョブが投入されていないと判断した場合（Ｓ９０８：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０
１は、ＲＯＭ２０３のデータ領域に格納される通常状態経過時間（Ｔｐｓｌ）の数値を更
新する（Ｓ９０９）。次に、ＣＰＵ２０１は、ＲＯＭ２０３のデータ領域に予め格納され
ているオートシャットダウン時間（Ｔｓｈ）の数値と省電力状態経過時間（Ｔｐｓｌ）の
数値とを比較する（Ｓ９１０）。
【００６５】
　ＣＰＵ２０１が、省電力状態経過時間（Ｔｐｓｌ）がオートシャットダウン時間（Ｔｓ
ｈ）より大きくない（Ｔｐｓｌ≦Ｔｓｈ）と判定した場合（移行条件が満たされた場合）
（Ｓ９１０：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０１は、Ｓ９０８の処理を実行する。
【００６６】
　一方、省電力状態経過時間（Ｔｐｓｌ）がオートシャットダウン時間（Ｔｓｈ）より大
きい（Ｔｐｓｌ＞Ｔｓｈ）と判定した場合（Ｓ９１０：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０１は、ＰＣ
１００のＣＲＴ１１０に遠隔操作画面（管理者モード画面５１０）が表示されているか否
かを判断する（Ｓ９１１）。具体的には、ＣＰＵ２０１は、ＮＶＭＥＭ２１９に記憶され
る管理者モード画面５１０の画面情報を送信したか否かを判断する。そして、ＣＰＵ２０
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１が、ＣＲＴ１１０に遠隔操作画面が表示されていると判断した場合（Ｓ９１１：Ｙｅｓ
）、ＣＰＵ２０１は、所定時間経過後に、電源スイッチ２１１をオフ状態にする（Ｓ９１
２）。すなわち、ＣＰＵ２０１は、直ちに電源スイッチ２１１をオフ状態にしない。これ
により、プリンタ２００の電力状態が、電源オフ状態に移行する。
【００６７】
　一方、ＣＰＵ２０１がＣＲＴ１１０に遠隔操作画面が表示されていないと判断した場合
（Ｓ９１１：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０１は、直ちに電源スイッチ２１１をオフ状態にする（移
行処理を実行する）（Ｓ９１３）。なお、ＣＰＵ２０１がＣＲＴ１１０に遠隔操作画面が
表示されていないと判断する場合とは、ＣＰＵ２０１がＮＶＭＥＭ２１９に記憶される管
理者モード画面５１０の画面情報を送信していない場合である。これにより、プリンタ２
００の電力状態が、電源オフ状態に移行する。
【００６８】
　＜第２実施形態＞
　上記した第１実施形態では、遠隔操作画面がＣＲＴ１１０に表示されている場合には、
オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行する例について説明したが、本発明は
これに限らない。第２実施形態では、遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定を変更
した場合に、オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行する例について説明する
。なお、第２実施形態のプリンタの構成は、第１実施形態と同様であるので、その説明は
割愛する。
【００６９】
　次に、図７を参照して、第２実施形態に係るプリンタ２００がオートシャットダウン機
能により電源オフ状態になるまでの過程について説明する。プリンタ２００のＣＰＵ２０
１が、図７のフローチャートに基づくプログラムを実行することにより、この制御方法が
実行される。
【００７０】
　Ｓ１００１～Ｓ１０１０までの処理は、第１実施形態のＳ９０１～Ｓ９１０までの処理
と同様であるので、その説明を割愛する。
【００７１】
　省電力状態経過時間（Ｔｐｓｌ）がオートシャットダウン時間（Ｔｓｈ）より大きい（
Ｔｐｓｌ＞Ｔｓｈ）と判定した場合（移行条件が満たされた場合）（Ｓ１０１０：Ｙｅｓ
）、ＣＰＵ２０１は、遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定が変更されているか否
かを判断する（Ｓ１０１１）。具体的には、ＣＰＵ２０１は、ＮＶＭＥＭ２１９に記憶さ
れる設定変更フラグが記憶されているか否かを確認して、当該設定変更フラグが記憶され
ていれば、遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定が変更されていると判断する。そ
して、ＣＰＵ２０１が、遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定が変更されていると
判断した場合（Ｓ１０１１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０１は、所定時間経過後に、電源スイッ
チ２１１をオフ状態にする（Ｓ１０１２）。これにより、プリンタ２００の電力状態が、
電源オフ状態に移行する。
【００７２】
　一方、ＣＰＵ２０１が、遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定が変更されていな
いと判断した場合（Ｓ１０１１：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０１は、直ちに電源スイッチ２１１を
オフ状態にする（移行処理を実行する）（Ｓ１０１３）。これにより、プリンタ２００の
電力状態が、電源オフ状態に移行する。
【００７３】
　＜第３実施形態＞
　上記した第１実施形態では、遠隔操作画面がＣＲＴ１１０に表示されている場合には、
オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行する例について説明したが、本発明は
これに限らない。すなわち、第３実施形態では、遠隔操作画面がＣＲＴ１１０に表示され
ている間は、オートシャットダウン機能を実行しない例について説明する。なお、第３実
施形態のプリンタの構成は、第１実施形態と同様であるので、その説明は割愛する。
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【００７４】
　次に、図８を参照して、第３実施形態に係るプリンタ２００がオートシャットダウン機
能により電源オフ状態になるまでの過程について説明する。プリンタ２００のＣＰＵ２０
１が、図８のフローチャートに基づくプログラムを実行することにより、この制御方法が
実行される。
【００７５】
　Ｓ１１０１～Ｓ１１１０までの処理は、第１実施形態のＳ９０１～Ｓ９１０までの処理
と同様であるので、その説明を割愛する。
【００７６】
　省電力状態経過時間（Ｔｐｓｌ）がオートシャットダウン時間（Ｔｓｈ）より大きい（
Ｔｐｓｌ＞Ｔｓｈ）と判定した場合（移行条件が満たされた場合）（Ｓ１１１０：Ｙｅｓ
）、ＣＰＵ２０１は、ＣＲＴ１１０に遠隔操作画面（管理者モード画面５１０）が表示さ
れているか否かを判断する（Ｓ１１１１）。具体的には、ＣＰＵ２０１は、ＮＶＭＥＭ２
１９に記憶される管理者モード画面５１０の画面情報を送信したか否かを判断する。そし
て、ＣＰＵ２０１がＣＲＴ１１０に遠隔操作画面が表示されていると判断した場合（Ｓ１
１１１：Ｙｅｓ）、ＣＰＵ２０１は、操作部２３０およびＩ／Ｆ部３０１から信号が入力
されるか否かを判断する（Ｓ１１０８）。
【００７７】
　一方、ＣＰＵ２０１が、ＣＲＴ１１０に遠隔操作画面が表示されていないと判断した場
合（Ｓ１１１１：Ｎｏ）、ＣＰＵ２０１は、電源スイッチ２１１をオフ状態にする（移行
処理を実行する）（Ｓ１１１３）。これにより、プリンタ２００の電力状態が、電源オフ
状態に移行する。
【００７８】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００７９】
　＜変形例＞
　また、上記した第１実施形態および第２実施形態では、遠隔操作画面が表示されている
場合および遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定の変更を行った場合に、オートシ
ャットダウン機能が所定時間経過後に実行される例について説明したが、本発明はこれに
限らない。つまり、本発明は、遠隔操作画面が表示されている場合および遠隔操作画面を
介してプリンタ２００の設定の変更を行った場合に、ウィークリーシャットダウン機能が
所定時間経過後に実行されるようにしても良い。すなわち、本発明の変形例に係るプリン
タは、
　外部装置と通信可能なプリンタであって、
　前記プリンタの電力状態を特定の電力状態に移行させる移行条件が満たされた場合に、
前記プリンタの電力状態を前記特定の電力状態に移行させる移行処理を実行する移行手段
と、
　時刻を計時するタイマと、
　前記タイマが計時する時刻が予め設定された時刻（ウィークリーシャットダウン時刻）
になった場合に、前記外部装置の表示部に前記情報処理装置の設定を行うための画面を表
示しているなら、前記移行手段が前記所定時間経過前に前記移行処理を実行しないように
制御する制御手段と、を備える。
【００８０】
　上記した第２実施形態では、遠隔操作画面がＰＣ１００のＣＲＴ１１０に表示される遠
隔操作画面を介してプリンタ２００の設定を変更した場合に、オートシャットダウン機能
を所定時間経過後に実行する例について説明したが、本発明はこれに限定されない。すな
わち、上記した第２実施形態の変形例に係るプリンタは、プリンタ２００の特定の設定の
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変更（例えば、電源をオフにする時刻の設定の変更など）があった場合のみ、オートシャ
ットダウン機能を所定時間経過後に実行するようにしても良い。つまり、この変形例では
、遠隔操作画面を介してプリンタ２００の設定の変更があった全ての場合に、オートシャ
ットダウン機能を所定時間経過後に実行せずに、プリンタ２００の設定の特定の変更があ
った場合にのみ、オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行する、又は、オート
シャットダウン機能を実行しない。
【００８１】
　また、上記第１実施形態では、遠隔操作画面が表示されている場合に、オートシャット
ダウン機能を所定時間経過後に実行する例について説明したが、本発明はそれに限定され
ない。すなわち、本発明の変形例に係るプリンタは、遠隔操作画面を介して特定のモード
でプリンタ２００にログインした場合に、オートシャットダウン機能を所定時間経過後に
実行するようにしても良い。この特定のモードは、例えば、上記した管理者モードである
。すなわち、この変形例に係るプリンタは、ＮＶＭＥＭ２１９にユーザ名及びパスワード
が記憶されている間は、オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行する、又は、
オートシャットダウン機能を実行しない。
【００８２】
　上記した第１実施形態では、遠隔操作画面として管理者モード画面５１０が表示されて
いる場合に、オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行する例について説明した
が、本発明はこれに限定されない。すなわち、遠隔操作画面としてログイン画面５００が
表示されている場合に、オートシャットダウン機能を所定時間経過後に実行しても良い。
【符号の説明】
【００８３】
　１００　ホストコンピュータ
　１１０　ＣＲＴ
　２００　プリンタ
　２０９　タイマ
　２０１　ＣＰＵ
　２２０　印刷機構部
　３００　ネットワーク
　３０１　Ｉ／Ｆ部
　５００　ログイン画面
　５１０　管理者モード画面
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